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北米のメタデータ・ライブラリアンシップ

事情

芝
しば

　麻
あさ

子
こ ＊

　IT の進化が図書館における業務プロセスやサービ
スに影響を与えてきたことは周知の事実である。その
結果新たな肩書きのライブラリアンが出現し、本稿で
取り上げるメタデータ・ライブラリアンもここ 10 年
ほどで北米において一般的になりつつある（1）。なお本
稿では便宜上、肩書きに「メタデータ」の付くあらゆ
る図書館専門職（2）を一括してメタデータ・ライブラリ
アンと呼ぶ。彼らが北米の図書館でどのような職務に
従事しどのような専門知識や技能を有しているのか、
以下に概説する。

メタデータ ･ ライブラリアン台頭の背景
　メタデータ・ライブラリアンという肩書きの目新し
さに反して、メタデータの概念は図書館界にとっては
非常に馴染み深いものである。頻繁に参照されるメタ
データの単純化された定義 “data about data” によれ
ば、図書館が伝統的に作成してきた目録データもメタ
データであるからだ。実際に、目録担当の部署名から

「カタロギング」が消え「メタデータ・サービス」といっ
た名称が見られるケースもある（3）。しかし北米図書館
界においてメタデータというと、 一般的には未だ、例
えば Dublin Core や MODS といった MARC データ
以外のものを指す（4）。
　北米の図書館でメタデータの使用が初めて顕著に見
られたのは、第 1 回 Dublin Core メタデータワーク
ショップが開催された 1995 年ごろである（5）。インター
ネットの成長と共に 1990 年代前半までには国立図書
館や研究図書館などの大規模図書館はすでに所蔵資料
のデジタル化を始めており、デジタル資料のメタデー
タ作成は主に目録担当部署に属するカタロガーが行っ
てきた（6）（7）。その後、2007 年に行われた北米研究図書
館協会（Association of Research Libraries: ARL）対
象の調査結果によると、調査当時で ARL 加盟図書館
123 館のうち 4 割近くが専任のメタデータ・ライブラ
リアンを少なくとも一人配置している（8）。 
　1990 年代半ばに始まった劇的な電子リソース（9）の増
加もまた、メタデータ・ライブラリアンの台頭の一助
になったであろう。 リンクリゾルバー、電子リソー
ス管理システム（ERMS）、ナレッジベース、MARC
提供サービスといった電子リソース管理専用ツールや

サービスの登場は、従来の受入業務・目録作成・蔵書
管理における慣習を大きく変えただけでなく、効率よ
くかつ確実に資料へのアクセスを利用者に提供するた
めのディスカバリー環境を再考するきっかけを図書館
界にもたらした（10）。ところが、主に電子リソースメ
タデータの品質の低さに由来する問題のために、未だ
理想的なディスカバリー環境を実現できておらず、図
書館のみではなく出版社やシステムベンダーなどとも
共有される、電子リソース関連メタデータの標準化の
必要性が指摘されてきた（11）。

多様化する職務内容
　当初はカタロガーが片手間に行っていたメタデータ
作成業務は、次第に専任のメタデータ・ライブラリア
ンに取って代わられる。現在はカタロガーから転身し
たメタデータ・ライブラリアンが多数派であるが、図
書館情報学大学院新卒でこの職種に就く者も増加して
きた（12）。そういった今日のメタデータ・ライブラリ
アンが従事する職務は、多様化の一途を辿っている。
最大の要因として、 図書館が関わるデジタル・プロ
ジェクトやプログラム自体の多様化が挙げられるだろ
う。とりわけ大学図書館においてこの傾向は顕著で、
蔵書のデジタル化に加え、機関リポジトリやデジタル・
アーカイブの運営、学内で生産される研究データや他
のボーン・デジタル情報のキュレーション（CA1818
参照）、デジタル人文学プログラムへの関与が一般的
になりつつある。また、地域関連資料のポータルサイ
トやサブジェクト・リポジトリの構築・維持など他機
関との協同プロジェクトに参画する図書館も館種問わ
ず少なくない。これらにおけるメタデータ・ライブラ
リアンの役割は非常に重要で、例えば、情報・資料の
作成者自身や専門家とのコンサルテーションに基づ
き、それぞれのコレクションのニーズに適ったデー
タ・モデルやアプリケーション・プロファイルの設計
を担ったり（13）、メタデータ作成に関するワークフロー
やガイドラインの設定、メタデータ作成者へのガイダ
ンスやトレーニングの提供、また、既存のメタデータ
を効率よく再利用するためにデータの変換作業や一括
編集を行ったりする。このような職務を担う人材の育
成のため同僚に対する教育も行う（14）（15）（16）。メタデー
タ作成よりむしろ、情報技術の幅広い知識とスキル、
図書館内外との協働関係を駆使して、高品質のメタ
データを総合的に保証する環境を整える職務に重点が
置かれてきているとも言えよう（17）。
　ディスカバリー環境のさらなる変遷もメタデータ・
ライブラリアンの職務に影響を与えてきた。前述した
現状からもわかるように、図書館が今日ユーザーに提
供する情報のトピックや形態、また書誌情報の粒度や＊ハワイ大学マノア校図書館
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メタデータの出所、使用されるプラットフォームや
ツールは多岐にわたる（18）。つまり高品質のメタデー
タは、理想的なディスカバリー環境にとって必須では
あるがもはや唯一の構成要素ではない。メタデータ・
ライブラリアンはこのような事情を認識した上で、デ
ジタル資産管理システム（digital asset management 
system）やディスカバリー・インターフェースの選択・
導入や初期設定に参画し、既存のあるいはベンダーか
ら提供されたメタデータを編集し、メタデータの可視
性及び相互運用性の向上を図る戦略を練り、図書館に
おけるメタデータの作成・再利用を調整し、ポリシー
を設定する（19）（20）。こういった職務はすべて、ウェブ
環境における図書館資料の発見可能性の向上に貢献す
るものである。

要求される知識と技能
　前述の多種多様な職務は、今日のごく典型的なメタ
データ・ライブラリアンが遂行するものである。その
ために必要とされる具体的な知識や技能を、2009 年
から 2014 年の間に発表された複数の文献（21）（22）（23）（24）

と筆者の経験を元に、以下の表にまとめる。
　その他、ほぼ全てのメタデータ・ライブラリアンの
応募要件に見られる項目として、適性に関するものが
ある。例えば、職務遂行に必要なプロジェクト・マネ
ジメント能力やコミュニケーション能力、また、常に
新たな知識や技能を習得しようとする意欲と能力など
が挙げられる。

表　北米のメタデータ・ライブラリアンに要求される知識と技能

知識・技能 背　　　　　　　　　景

カタロギング AACR2 あるいは RDA などのようなスタンダードへの精通、LCSH や LCNAF（LC Name 
Authority File）に代表される統制語と典拠ファイルの働きと仕組みの理解、MARC フォー
マットなどの知識は、メタデータ設計・作成・変換を行う際に非常に有用である。

MARC 以外のメタデー
タ・スタンダード

必須と言っても過言ではない Dublin Core や MODS の記述メタデータ・スタンダードに加
え、VRA Core（25）、EAD（Encoded Archival Description）、METS（Metadata Encoding 
Transmission Standard）、TEI（Text Encoding Initiative）などの知識も頻繁に要求される。
最近のデジタル・プロジェクトやプログラムの対象になる情報・資料は高い専門性を有す
ることが多いため、専門分野のニーズに応えるために図書館界以外の分野で開発されたメ
タデータ・スタンダード、例えば FGDC/CSDGM（Federal Geographic Data Committee, 
the Content Standard for Digital Geospatial Metadata）、 DDI（Data Documentation 
Initiative）、 PBCore（26）などの基本知識が役立つこともある。

メタデータの相互運用 メタデータの再利用やハーベスティングが一般的になってきたため、メタデータ・クロス
ウォーク（CA1552 参照）の経験や OAI-PMH の知識はほぼ必須である。

メタデータ変換・改善の
ためのツール

Oxygen、MarcEdit 、OpenRefine といったツールは頻繁に使用される。  

システム 統合図書館システム（ILS）、デジタル・ライブラリーやリポジトリで使用されるプラット
フォーム、ディスカバリー・インターフェースの知識や経験は、システムの評価・カスタ
マイズなどを行う際に活用される。

IT 関連 メタデータ・スタンダードには XML ベースのものが多いため、基本的な理解は必須。メ
タデータ変換ツールとしての XSLT も有用。Python、PHP、MySQL などのプログラミン
グ言語の知識が応募要件に見られることもある。

アーカイブズ原則 図書館とアーカイブズにおける資料組織化の方法には根本的な違いがあるため、基本的な
知識が必要である。また、デジタル・アーカイブズ構築やデジタル・プリザベーション
にとって重要な OAIS 参照モデル（CA1489 参照）や PREMIS（Preservation Metadata: 
Implementation Strategies）などのスタンダードの知識が求められる場合もある。

学術コミュニケーション 機関リポジトリに関連して、特に ORCID（CA1740 参照）、ISNI（International Standard 
Name Identifier）、VIVO（E1475 参照）などの研究者情報の管理に関するイニシアチブの
認識は必要である。

Linked Data（CA1746
参照）

図書館がメタデータを Linked Open Data として公開する試みも始まっており、RDF
（Resource Description Framework）、 OWL（Web Ontology Language）、SKOS（Simple 
Knowledge Organisation System）などの知識は徐々に必要とされるようになってきた。
MARC に代わる書誌フレームワークとされる BIBFRAME（CA1837、E1386 参照）を理
解する上でも Linked Data の仕組みを知ることは重要。
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おわりに
　カタロギングの延長線上で行われていたメタデータ
作成業務から派生したメタデータ・ライブラリアンが
多様な職務に従事するようになった様子を概観した。
職務の多様さ、他機関や専門家との協同作業に従事す
るなどの活動範囲の広さ、また技術色の強い職種であ
るといったメタデータ・ライブラリアンの特性は、必
然的に彼らをとりまく環境も多様にする。言い換えれ
ば、非常に変化の波を受けやすい立場にあり、メタデー
タ・ライブラリアンの役割は今後も大きく変化すると
予想される。どのような変遷をたどるにしろ、適切な
メタデータ管理は図書館サービスの向上に貢献し続け
るに違いない。

（ 1 ） 一般的となったメタデータ・ライブラリアンであるが、正
式な統計は見当たらない。ライブラリアンを対象とした最
近の任意調査には様々な館種に属する 96 人が参加している
が、北米に存在するごく一部のメタデータ・ライブラリア
ンにすぎないと思われる。
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